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放送と連携可能なカレンダーアプリケーションの開発と評価 
 

大亦寿之 1 佐藤壮一 1 藤津智 1 藤井亜里砂 1 藤沢寛 1 下花剛一 2 

 

概要：放送は生活の様々な行動に影響をもたらすメディアであると言われる一方で，放送と実社会のサービスをデジ
タルデータによって直接連携することは困難であったため，その影響や効果が詳細に知られていない．そこで筆者ら
は，放送と多様なサービスをスムーズに連携可能とする基盤技術の検討と相互の行動の連携がもたらす効果の検証を

進めている．その一つとして，本稿では利用者が多く，様々な生活行動のスケジュールが登録されるスマートフォン
のカレンダーアプリケーション（アプリ）に着目し，放送との連携の効果や有効性に関する検証を行った．具体的に
は，放送の番組情報を簡単に登録可能とする機能と，ハイブリッドキャストの端末連携機能を用いたテレビの選局機

能を搭載したカレンダーアプリを試作し，アンケートとインタビューによるユーザー評価を行った．その結果，試作
したアプリや機能に対する受容性が高いこと，番組をスケジュールとして登録によって視聴機会が向上する可能性が
あること，放送の番組情報と生活行動の情報のデータ連携に対する期待が高いことなどが明らかとなった． 
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Evaluation of Service Collaboration Use Case 

- Broadcast and Calendar Application - 
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Abstract: Broadcast is media which influences various daily life activities. However, its influence and effect cannot be analyzed 

in detail, because it is impossible to link digital data directly between broadcast services and the internet services or real-life 

services. Therefore, we are developing platform technology which can connect broadcast and various services smoothly and 

verifying the effects creating from collaboration between watching broadcast and various daily activities. In this paper, as a new 

use case, we proposed a method of collaboration between broadcast and mobile calendar application which many people use and 

various type of schedule data are managed. We prototyped a calendar application which a user can save broadcast program data 

easily and can tune broadcast channel of a television by using companion screen architecture of Hybridcast. By user tests with 

online questionnaire and depth interview, we confirmed that the user acceptability of the prototyped functions of the calendar 

application is high. We also concluded that utilization of broadcast program data as a schedule data has a possibility to increase 

opportunity of watch broadcast and data collaboration between broadcast and various daily activities is highly expected. 

 

Keywords: Integrated broadcast-broadband system, Hybridcast, Calendar application, Schedule data 

 

 

1. はじめに   

日本では，テレビ放送の開始からまもなく 70 年を迎える

が，これまで放送をきっかけに様々な文化や社会現象が生

みだされてきた．ドラマのロケ地に観光客が集まる，番組

で紹介された商品が売り切れるといった現象が日常的に見

られることからも，放送は私たちの生活の様々な行動に影

響をもたらすメディアであるとも言われている．一方で，

これまで放送サービスとインターネット（ネット）および

実社会のサービス，もしくは，放送の視聴行動とネット上

や実社会での様々な行動をデジタルデータによって直接的

に連携することは困難であった．そのため，双方のサービ

スや行動がもたらす影響や効果については詳細に知られて

いない． 

そこで筆者らは，放送と多様なサービスをスムーズに連
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携可能とする基盤技術の検討と相互の行動の連携がもたら

す効果の検証を進めている[1]．その一つとして，本稿では

利用者が多く，様々な生活行動のスケジュールが登録され

るスマートフォン（スマホ）のカレンダーアプリケーショ

ン（アプリ）に着目し，放送との連携の効果や有効性に関

する検証を行った．具体的には，放送の番組情報を簡単に

登録可能とする機能と，ハイブリッドキャストの端末連携

機能を用いたテレビの選局機能を搭載したカレンダーアプ

リを試作し[2]，アンケートとインタビューによるユーザー

評価を行った．その結果，試作したアプリや機能に対する

受容性が高いこと，番組をスケジュール登録することによ

って視聴機会が向上する可能性があること，放送の番組情

報と生活行動の情報のデータ連携に対する期待が高いこと

を結論として得た． 

本稿では，2 章にメディアの接触行動の現状，3 章に放送
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サービスとネットや実社会のサービスとの連携の課題を述

べる．4 章で課題を解決する手段の一つとして放送とカレ

ンダーアプリとの連携のコンセプトとそれを実現するため

の設計指針を述べる．5 章で試作したカレンダーアプリの

内容，6 章でユーザー評価の結果と考察を述べ，最後に 7 章

で今後の展望を述べ本稿をまとめる． 

2. メディアの接触行動の現状 

この 10 年で放送の視聴時間は緩やかに減少する一方で，

ネットやスマホの利用時間は著しく増加している[3]．メデ

ィアの接触行動が大きく変化する中で，ネットで知った情

報をきっかけに放送を見る，見ている番組をきっかけに情

報をネットで検索し，さらに番組で紹介された商品を購入

したり場所や店舗を訪問したりするといったように，放送

の視聴行動とネット上や実社会における様々な行動は，よ

り密接に連携するようになってきた．筆者らの調査[4]によ

ると，放送番組を知るきっかけになる情報としては，テレ

ビの電子番組表（EPG）や番組のお知らせなど放送を挙げ

る人が最も多い一方で，SNS（Social Networking Service）や

ニュース記事，番組表，放送局のホームページなどネット

の情報を挙げる人もそれに次ぐ多さとなっている．このよ

うにいまやネットは放送以外の情報源としては最も一般的

であり，放送の接触機会の向上には欠かせないメディアで

あるともいえる． 

3. 放送サービスとネットや実社会のサービス

との連携の課題 

放送とネットそして実社会の行動は深く関係している一

方で，放送とネットは基盤となるシステムアーキテクチャ

ーが異なるため，テレビとスマホといったようにデバイス

をまたいでサービスを相互に連携させることはこれまで困

難であった． 

複数のWebサービスの連携を実現する代表的な手段とし

ては IFTTT[5]が挙げられる．この手段を用いて放送とネッ

トサービスを連携するには，ユーザーが放送を視聴したこ

とを Web サービスとして提供する技術と Web サービスか

らテレビの放送を選局して視聴できるようにする技術が必

要となるため，スムーズな連携が難しいという課題があっ

た．また文献[6]では，放送を起点にネットと購買などの生

活行動をつなぐ O2O2O（Onair to Online to Offline）モデル

において，データ放送と SNS を活用し，番組に参加してク

ーポンを入手し店舗で活用する事例が示されている．しか

しこの事例では，テレビのデータ放送とスマホのアプリを

連携させるために，双方のデバイスでアカウント登録が必

要など，サービス利用に至るまでの手間が多くスムーズな

連携が難しいという課題があった． 

このような放送とのサービス連携の課題を解決するため

に，NHK は放送通信連携システムであるハイブリッドキャ

スト[7]を拡張し，テレビとスマホのアプリや IoT（Internet 

of Things）デバイスが相互に連携可能な端末連携アーキテ

クチャ[4]を提案した．さらに民間放送事業者（民放）やテ

レビメーカーなどと協力し，ハイブリッドキャストの端末

連携機能に関する標準規格[8][9]が策定された．この標準技

術によって，様々なアプリやデバイスから放送の編成チャ

ンネルの選局および放送と連携可能なハイブリッドキャス

トアプリの起動や，視聴中の編成チャンネルの把握，そし

て，デバイスをまたいだデータの交換がサーバーを介すこ

となく直接実行することが可能となった．そのため，この

技術を活用することで，放送と様々なネットサービスがこ

れまで以上にスムーズにつながることが見込まれる．さら

に，放送とネット動画との連携[10]や，テレビ CM と店舗

での購買の連携[11]など，この技術を適用したサービス連

携の検討も進んでおり，今後の展開が期待される． 

一方，放送とネットおよび実社会のサービスはデジタル

化が進展し，多様なデバイスを用いたサービスの利用が一

般的になってきた．このような現状にも関わらず，双方の

サービスで提供されるコンテンツやサービスの利用履歴と

いったデジタルデータを連携させ，ユーザー単位でのカス

タマージャーニーの把握や相互のサービスの利用行動の関

係性や効果を詳細に検証することは，デジタルデータをサ

ービスやデバイスをまたいで簡単に連携させるための手段

がこれまでなかったため困難であった． 

例えば，文献[12]では，テレビ CM への接触と購買行動の

関係性を消費者の属性ごとに分析できる技術が示されてい

る．本技術では，消費者の属性という一定のグループ単位

でテレビ CM が購買行動に及ぼす影響を検証できる一方，

ユーザー単位での分析は難しいという課題があった． 

4. 放送とカレンダーアプリの連携のコンセプ

トの提案と設計 

3 章で述べた放送とネットおよび実社会のサービスやそ

れを利用した行動の連携が難しいという課題を解決する手

段の一つとして，スマホのカレンダーアプリと放送とを連

携するコンセプトを提案し，それを実現するための設計を

行った．ネットや実社会のサービスが多岐にわたる中で，

放送との連携を検討する対象としてカレンダーアプリに着

目した理由を 4.1 節に，課題を解決しユーザーに新しい体

験や価値を提供するためには具体的にどのような連携を実

現すればよいかという設計指針と，連携によってどのよう

な効果が検証できそうかという項目を 4.2 節に示す．  

4.1 カレンダーアプリに着目した理由 

4.1.1 利用者が多い一般的なサービスであること 

多くの人に新しい価値を提供するためには，利用者が多

いサービスどうしを連携することが有益であると考えた．

スマホのカレンダーアプリは，様々なサービス事業者から

提供されている上，一部の機種では標準で搭載される一般
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的なアプリである．筆者らはこのカレンダーアプリの利用

実態を把握するために，全国に約 1,250 万人の登録者を有

する調査会社のモニターに対して Web アンケート調査（調

査 1）を実施した．表 1 に調査概要を示す． 

調査の結果，49%が何らかのカレンダーアプリを利用し

ていることがわかった．調査[13]によると，スマホのアプリ

についてインストールされている割合がカテゴリーごとに

示されており，動画（64%），天気（61%）の順で高いとい

う結果であった．カレンダーアプリの利用率の値はこれら

値と比較しても著しい差はないため，カレンダーアプリは

一般的に利用されているサービスであるといえる． 

 

表 1 カレンダーアプリの利用実態調査の概要 

有効被験者数 81674 名 

調査地域 東京都，神奈川県，千葉県，埼玉県 

年代・性別 20～69 歳・男女 

調査期間 2019 年 11 月 8 日～13 日 

 

4.1.2 様々な生活行動との連携の可能性があること 

放送を特定のサービスに限らず多様なサービスと連携で

きるようにすることで多くの生活シーンにおいて新しい体

験や価値を提供できるのではないかと考えた．文献[10][11]

は，放送とネットや実社会のサービスとの連携の事例であ

るが，動画の視聴や商品の購買といったように特定の行動

との連携に特化したものである．一方，カレンダーアプリ

には，知人と会う，食事や旅行に行くといったプライベー

トの予定，会議や出張などの仕事の予定などがスケジュー

ルとして記録されている．また，カレンダーアプリによっ

ては，サービス事業者や自治体から配信されるイベント情

報を簡単に登録することもできる[14]． 

このようにカレンダーアプリには多様な行動につながる

情報が登録されていること，ユーザー自らがスケジュール

を登録するため実際の行動が行われる可能性が高いこと，

カレンダーアプリに登録される予定も番組の放送予定も時

間という基準に基づき管理しやすいことといった理由から，

カレンダーアプリを活用することで未来の様々な生活行動

と放送との連携が図りやすいのではないかと考えた． 

4.1.3 放送の視聴体験の向上に寄与する可能性があること 

放送の視聴時間が減少している中で，これまで以上に放

送の接触機会を向上させるためには視聴体験を向上するこ

とが必要ではないかと考えた．筆者らの調査[1]によると，

約 7 割の視聴者が番組を見逃した経験があり，そのうちの

約 8 割が見逃したことを残念に感じた経験をしており，放

送サービスに対する満足度を低下させる要因の一つとなっ

ている可能性が考えられる．一方，文献[15]によると，放送

の視聴を，チャンネルをつける前に視聴番組が決まってい

る場合の“計画視聴”と，ザッピング中に見る番組を決め

るなど事前に決まっていない場合の“非計画視聴”に分類

した場合，ほぼ 2:1 の割合で計画視聴と非計画視聴が行わ

れているという結果が示されている． 

“見逃し”は，視聴行動において多くを占める計画視聴

において発生する事象であり，筆者らはこの見逃しを減ら

すことが放送の視聴体験さらには視聴機会の向上につなが

るという仮説を立てた．そして，放送の視聴も生活行動の

一つと捉え，見逃しを抑止する手段として様々な生活のス

ケジュールを管理できるカレンダーアプリに着目した． 

4.2 具体的な連携方法の設計と検証項目の整理 

4.2.1 視聴したい番組のスケジュール登録 

放送とカレンダーアプリを連携するためには，アプリで

放送の番組情報を利用可能とすることが必要であると考え

た．従来のカレンダーアプリに視聴したい放送番組を登録

するためには，EPGや新聞，ホームページなどに表示され

る番組表や番組情報を参考に，放送時間と番組名を手動で

入力する必要があった．そこでこのような操作の手間を省

略し，番組表から視聴したい番組を選択し，カレンダーア

プリにスケジュール登録できるようにすることとした． 

また，番組をスケジュールとして管理することや，簡単

に番組を登録できるようにすることは，放送の視聴に対し

てどのような効果があるかを検証することとした． 

4.2.2 登録した番組のテレビでの視聴 

カレンダーアプリの特徴は，スケジュールを登録するこ

とに加え，スケジュールを行動に移すタイミングをユーザ

ーに通知できることである．そこで，この特徴を生かし，

スケジュール登録した番組の放送直前になるとユーザーに

番組が始まることを通知することとした． 

さらに，カレンダーアプリの利用と放送の視聴をスムー

ズに連携させるためには，スマホとテレビというデバイス

をまたいでサービスを連携することが必要と考えた．そこ

で，ユーザーの近くにテレビがある場合は，リモコンを探

してボタンを操作することなく，カレンダーアプリからの

指示に基づき，その番組が放送される編成チャンネルを選

択できるようにすることとした． 

また，カレンダーアプリの簡単な操作によりテレビで放

送を視聴できるようにすることは，放送の視聴に対してど

のような効果があるかを検証することとした． 

4.2.3 登録した情報に基づく関連情報の提供 

カレンダーアプリには個人が自由に入力した予定やサー

ビス事業者が提供した情報の予定が登録されており，これ

ら情報を有機的に連携させることで相互の行動がスムーズ

につながるのではないかと考えた． 

EPG などで提供される放送の番組情報には，放送時間や

番組名に加え，番組概要や出演者などの情報が含まれる．

一方，カレンダーアプリに配信されるイベント情報には，

イベントの開催期間や名称に加え，その概要や開催場所な

どの情報が含まれる．このようなサービス事業者が提供す

るデータやカレンダーアプリに登録されたデータを相互に
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連携させ，例えば，登録した番組情報に関するイベント情

報や，過去に登録した複数の情報に関する番組情報やイベ

ント情報を提供できるようにすることとした． 

また，登録した情報を連携して活用することは，放送の

視聴に限らず生活行動の促進に対してどのような効果があ

るかを検証することとした． 

5. 放送と連携可能なカレンダーアプリの試作 

本稿では，4.2 節で示した 3 つの連携方法について実現性

を検証するために，放送と連携可能なアプリを試作した．

本稿では既存のカレンダーアプリを拡張することとし，高

い拡張性を有するカレンダーアプリであるジョルテッシモ

[16]（Android 版）を用いた． 

5.1 システム構成 

図 1 に試作システムの構成を示す．本システムは，試作

したカレンダーアプリをインストールしたスマホ，ハイブ

リッドキャスト対応テレビ，番組情報やイベント情報を配

信するサーバーから構成される．スマホとハイブリッドキ

ャスト対応テレビは，家庭のネットワーク環境と同様に同

一セグメントのネットワークに接続した．サーバーは既存

のカレンダーアプリ基盤を拡張し，従来のイベント情報に

加えて番組情報を配信できるようにした． 

 

 

図 1 システム構成 

 

5.2 カレンダーアプリの機能実装 

従来のカレンダーアプリの有するスケジュールを管理す

る機能と配信されたイベント情報を選択・登録するに加え，

以下の機能を追加した． 

5.2.1 番組情報の表示機能 

4.2.1節で示したように番組をスケジュール登録できるよ

うにするために，カレンダーアプリに番組情報を表示しユ

ーザーが閲覧・選択できる機能を追加した．番組情報は地

上デジタル放送の EPGで配信されたデータを利用し，8 日

先までの情報を閲覧できるようにした．データには番組の

識別子，番組名，放送開始・終了日時，編成チャンネル情

報，番組詳細情報，ジャンル情報などを含み，データの検

索や連携の処理が実行しやすいように JSON 形式で記述し

た．また今回は，NHK と在京民放の 7 つの編成チャンネル

の番組を対象とした． 

番組の表示方法としては，番組表のように放送時間順に

表示する画面に加え，番組の詳細情報を表示する画面を実

装した（図 2 参照）．また，ユーザーが様々な方法で番組を

選択できるようにするために，番組情報に含まれる番組名

や概要のテキスト情報を用いたキーワード検索機能や，放

送局や番組のジャンルによるフィルタ機能を実装した． 

 

図 2 番組情報を表示する画面例 

 

5.2.2 番組のスケジュール登録機能 

従来のスケジュールを管理する機能を拡張し，ユーザー

が番組情報の表示機能を用いて選択した番組をスケジュー

ルとして登録し，番組情報に含まれる放送の開始時刻を基

準にカレンダー画面に表示する機能を実装した（図 3 参照）．

また，登録した番組を選択すると，5.2.1 節で示した番組の

詳細情報を閲覧できるようにした． 

 

 

図 3 カレンダーへの番組のスケジュール登録例 

 

5.2.3 テレビの放送の選局機能 

スケジュール登録した番組の放送開始が近づくと，従来

のスケジュールを管理する機能によって通知イベントが発

行され，カレンダーアプリに登録した番組名が表示される．

このときユーザーが通知を選択すると，予めペアリング処

理が完了しているテレビを制御しその番組が放送される編

成チャンネルに選局する機能を実装した（図 4 参照）． 

スマートフォン
試作カレンダーアプリ

ハイブリッドキャスト
対応テレビ

WiFiルーター

（同一セグメントのネットワーク）

地上デジタル放送

サーバー
（既存のカレンダーアプリ基盤を拡張）

インターネット

イベント情報番組情報

番組詳細情報の表示放送時間順の番組の表示

カレンダー画面への番組の表示視聴したい番組をスケジュール登録
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具体的には，[9]で規定されたハイブリッドキャストの端

末連携で用いられる連携端末通信プロトコルを用いて下記

の処理を実現した． 

・ペアリング処理：機器発見と端末認証のプロトコルを用

いて，カレンダーアプリと接続するテレビをユーザーが

指定するために必要な処理を実現した． 

・テレビの選局処理：ハイブリッドキャストアプリの起動

要求の関数（<BaseURL>/hybridcast．クエリはmode=tune）

をカレンダーアプリから発行することで，ハイブリッド

キャスト対応テレビの選局処理を実現した．なお，関数

のパラメータとして必要な選局すべき放送の編成チャン

ネルの識別子（original_network_id / transport_stream_id / 

service_id）は，番組情報に含まれる編成チャンネルの情

報から紐づけることとした． 

・視聴実績の表示処理：カレンダーアプリがハイブリッド

キャストアプリの起動要求の関数を実行し，テレビから

起動要求を受理したレスポンスを受け取った場合は，そ

の番組を視聴したことと定義し，カレンダー画面に表示

された番組に視聴実績の有無を表示するようにした． 

 

 

図 4 カレンダーアプリからテレビを選局する動作例 

 

5.2.4 番組情報とイベント情報の連携機能 

番組と関連するイベント情報について，5.2.1 節で示した

番組詳細情報を表示する画面に提示できる機能を実装した．

具体的には，番組情報に含まれる番組の識別子に対してイ

ベント情報の識別子をサーバー上で紐づけ，各番組に対し

て紐づけられたイベント情報が存在する場合はその情報を

画面に表示できるようにした（図 5 参照）． 

今回は，基本機能を検証するために，特定の 2 番組に対

してのみ関連するイベント情報を手動で紐づけた．しかし，

運用を想定した場合，提供される番組情報やイベント情報

の数は膨大であるため，双方の情報に含まれる各種データ

に基づき内容の関連性を算出し，自動で情報の紐づけを行

うことが望ましい． 

 

図 5 番組に関連するイベント情報の表示例 

 

5.3 試作したアプリの動作検証 

5.2 節で示した機能を実装したカレンダーアプリをスマ

ホにインストールし，5.1 節に示すシステムで動作させた．

7 つの編成チャンネルの番組に対して各チャンネル 1 番組

以上をスケジュール登録し，4.2.1，4.2.2 節で示した連携動

作が実現できたか検証した．全ての番組に対して所望の動

作が実行されたことから，5.2.1～5.2.3 節の機能が正しく実

装されていることを確認した．4.2.3 節で示した連携動作に

ついては，番組情報にイベント情報を連携させる事例に限

り実装を行った．特定の 2 番組に限った検証を実施し，所

望の動作を確認した． 

また，試作したアプリは Connected Media Tokyo2019 で展

示しデモンストレーションを行った[17]．来場者からは，放

送局以外の事業者が提供するサービスが放送と連携する事

例として興味深い，ユーザーの利便性が向上しそう，放送

の見逃しが減りそうなどの意見をいただいた．また，番組

情報の提供方法やサービス事業者のマネタイズ戦略などサ

ービスの運用に関する質問も多く，実用化に対する期待が

あることもわかった． 

6. ユーザー評価と考察 

4.2 節で示した放送とカレンダーアプリとの連携がもた

らす効果を検証するために，Web アンケートとインタビュ

ーによるユーザー評価を行った．試作したカレンダーアプ

リの評価については，現時点でハイブリッドキャストの端

末連携機能に対応したテレビの普及がこれからであること，

試作アプリの配布が困難なことから，会場でのインタビュ

ーにより実施した． 

6.1 Webアンケート調査 

6.1.1 調査方法 

本調査（調査 2）は，おもに番組をスケジュールとして管

理することで放送の視聴にどのような影響があるかを検証

することと，5 章で示した試作したカレンダーアプリを用

いたインタビュー調査（6.2 節参照）の対象者を抽出するこ

とを目的に実施した． 

通知を選択すると
該当のチャンネルに選局

放送開始前に番組名を通知

番組詳細情報

～
番組に関連する
イベント情報
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被験者は，4.1.1 節で示した調査 1 の回答者のうち，テレ

ビの視聴回数が週 1 回以上あり，かつ，カレンダーアプリ

であるジョルテまたはジョルテッシモを週 1 回以上利用し

ている人を対象とした．その上で，調査 1 の結果に基づき

これらアプリの利用者が比較的多い 30～50 代男性と 30 代

女性を中心に無作為に抽出した．表 2 に有効被験者の年代・

性別の特性を示す．なお，これらアプリの利用者は調査 1

において全体の 4%であった． 

 

表 2 Web アンケート調査の被験者特性（年代・性別） 

 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 

男性 15 名 17 名 38 名 43 名 10 名 

女性 14 名 17 名 14 名 2 名 3 名 

 

本調査は，以下の 3 つのフェーズに分けて順に実施した． 

(1) 事前調査： 

放送の視聴やスマホ，カレンダーアプリの利用状況など

についてアンケートにより聴取した．調査期間は 2019 年

11 月 14 日～17 日，有効被験者数は 173 名であった． 

(2) 実験調査： 

被験者を 2 つのグループに分け異なるタスクを付与する

実験を実施した（調査期間：2019 年 11 月 17 日～24 日）． 

・グループ A：実験調査 1 日目に 1 週間先までの見たい

番組を，2～8 日目には実際に見た番組を毎日回答して

もらった． 

・グループ B：グループ A と同じタスクに加え，1 日目

には回答した見たい番組を普段プライベートで利用し

ているカレンダーアプリに登録してもらった． 

なお，有効被験者数はグループ A が 124 名，グループ B

が 49 名であった．被験者数に差が生じた原因は，今回各グ

ループで 30 名確保できるように被験者を抽出しタスクを

実施したが，グループ B の方がタスクが複雑だったためグ

ループ A より少なくなったためと推測される．また，対象

番組は NHK と在京民放の 7 つの編成チャンネルで放送さ

れる 30 分以上の番組と，毎週または毎日放送される 30 分

未満の番組のうち実験調査の前々週の視聴率調査[18]にお

いて各ジャンルで視聴率が 10 位以内の番組の計 868 番組

を対象とした． 

(3) 事後調査： 

実験調査期間中の放送の視聴状況，カレンダーアプリに

放送番組をスケジュールとして登録することに対する受容

性やそれに伴う放送の視聴への影響についてアンケートに

より聴取した．調査期間は 2019 年 11 月 24 日～28 日，有

効被験者数は 173 名であった． 

6.1.2 調査項目と結果 

(1) 事前調査： 

・調査 2-1a：5 年前と比較したときの放送の視聴時間の増

減を尋ねた．その結果，増加：11%，変化なし：47%，減

少：42%となり，調査[3]と同様の減少傾向が見られた．ま

た，一日あたりの放送の平均視聴時間は，増加・変化なし

と回答した層（視聴増加・維持層）と減少と回答した層

（視聴減少層）で差があり，それぞれ平日が 137 分と 81

分，休日が 193 分と 124 分となり，視聴減少層では視聴

時間も少ないことがわかった． 

・調査 2-1b：カレンダーアプリに登録する内容について多

肢選択式設問で尋ねた．その結果，見たい番組の予定を

登録している人が現状でも 17%いることがわかった．し

かし視聴増加・維持層では 23%，視聴減少層では 8%と大

きな差が見られた． 

・調査 2-1c：放送を視聴する際に参考にする情報について

多肢選択式設問で尋ねた．その結果，最も多かった回答

は，視聴増加・維持層では“EPG”であった一方で，視聴

減少層では“たまたまテレビをつけたとき”であった． 

・調査 2-1d：カレンダーアプリの利用頻度と一日あたりの

利用回数について尋ねた．その結果，54%が毎日利用し，

62%の人が一日 2 回以上利用することがわかった． 

(2) 実験調査： 

・調査 2-2：実験調査 1 日目に回答した見たい番組に対し

て，見逃した番組の有無について毎日調査した．“見逃し

た番組はない”と回答した割合は，グループ A で 15%，

グループ B で 40%となり，グループ B の方が見逃しが少

ない結果となった． 

(3) 事後調査： 

・調査 2-3a：グループ B の被験者 49 名に対して実験調査

において見たい番組をスケジュール登録したことに対す

る感想について 5段階評価で尋ねた．結果を図 6に示す．

番組を思い出せたことに対して約 7 割が肯定的であり，

カレンダーアプリの利用が多いほどその割合が高かった．

また，見たい番組を見逃さずに見ることができたことに

対して約 5 割が肯定的であった． 

 

 

図 6 番組をスケジュール登録したことに対する感想 

 

・調査 2-3b：カレンダーアプリへの番組の登録についての

今後の実施意向を 5 段階評価で尋ねた．結果を図 7 に示

す．全体の約 5 割，特に視聴減少層では約 7 割が否定的

であった．また回答の理由を自由記述形式の設問で尋ね

たところ，否定的な回答した人のほとんどが，登録が面

倒という理由であった． 
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図 7 カレンダーアプリへの番組登録に対する意向 

 

・調査 2-3c：カレンダーアプリにどのような機能があると

放送の視聴機会の増加につながりそうか，多肢選択式設

問で尋ねた．その結果，約 5 割が一週間の番組表を見ら

れる機能，約 3 割が番組のキーワード検索機能，放送開

始前のテレビの選局機能，他のサービスからの番組のス

ケジュール登録機能と回答した．また，視聴増加・維持層

では番組表機能，テレビの選局機能，キーワード検索機

能の順，視聴減少層では番組表機能，キーワード検索機

能，他のサービスからの登録機能の順に回答が多かった． 

6.2 インタビュー調査 

6.2.1 調査方法 

Web アンケート調査のグループ B の有効被験者からイン

タビュー調査に協力可能な 4 名の被験者を選定し，モデレ

ーター1 名と被験者 1 名による一人あたり 1 時間のインタ

ビューを 2019 年 12 月 14 日に都内のインタビュールーム

で実施した．表 3 に調査 1，2 の結果に基づく被験者のプロ

フィールを示す． 

インタビューでは，放送の視聴やスマホ，カレンダーア

プリの利用実態を尋ねた（調査 3-1）後に，4.2.1，4.2.2 節

で示した連携動作について，モデレーターの案内に従って

試作したカレンダーアプリを利用してもらいその感想を伺

った（調査 3-2）．また，4.2.3 節で示した連携については，

カレンダーアプリの画面例を印刷した用紙を示して感想を

伺った（調査 3-3）． 

 

表 3 インタビュー調査の被験者のプロフィール 

被験者 A B C D 

年代 

性別 

40 代 

女性 

50 代 

男性 

40 代 

男性 

40 代 

男性 

5 年前との 

視聴時間の比較 

（調査 2-1a） 

減少 減少 
変化 

なし 

変化 

なし 

カレンダーアプ

リの利用回数/日 

（調査 2-1d） 

2～3 回 2～3 回 1 回 2～3 回 

今後の番組登録

に対する意向 

（調査 2-3b） 

登録した

くない 

あまり 

登録した

くない 

登録 

したい 

やや登録

したい 

 

6.2.2 調査結果 

試作のカレンダーアプリに対する感想としては，番組の

登録から放送の視聴までの一連のフローが一つの操作で完

結され，簡単に放送を見逃さずに視聴できるという点で全

員の評価が高かった．番組の登録についても調査 2 では否

定的であった被験者（A，B）も，試作アプリのような機能

があれば使いたいという意向が確認できた．さらに，EPG

では提供されない 8 日以上先の番組にも対応して欲しい

（被験者 A，B），SNS やホームページに掲載された番組情

報からカレンダーアプリにスケジュール登録できるとより

便利である（被験者 A，D）といった意見もあった． 

また，スケジュール登録したデータの活用については，

登録した番組の予定や視聴した番組の履歴を使って関連す

る番組やイベント情報をレコメンドする機能については全

員が肯定的であった．また娯楽や食に関するイベント情報

であれば実際に行く可能性がある（被験者 A，B，C）との

意見も多かった．一方で，その精度によって利用を判断す

る（被験者 B），プライバシーに関わる予定の活用には抵抗

感がある（被験者 A，D）という慎重な意見もあった． 

6.3 考察 

Web アンケート調査とインタビュー調査の結果に基づき，

放送とカレンダーアプリとの連携がもたらす効果や受容性

について分析し，今後に向けた課題を抽出した． 

6.3.1 番組のスケジュール登録の効果 

調査 2-2，2-3a より，カレンダーアプリに番組を登録して

利用した方が見たい番組を見逃した割合が少なく，見逃し

防止に役立つという意見も約半数を占めた．さらに，番組

を思い出せたことに対しても約 7 割が肯定的で，カレンダ

ーアプリの利用頻度が高い人ほどその傾向が高いことから，

調査 2-1d の結果が示すように日常で目にすることの多い

カレンダーアプリに番組をスケジュールとして登録するこ

とは，放送の見逃し防止に加え番組を思い出す効果を生む

可能性があることがわかった． 

6.3.2 番組のスケジュール登録の受容性 

既存のカレンダーアプリに番組をスケジュールとして登

録することは，面倒であるという理由で否定的な意見が多

かった（調査 2-3b）一方で，試作したカレンダーアプリを

利用すると，調査 2 で否定的な意向を示した被験者につい

ても肯定的な意見に変わった（調査 3-2）．このことから，

簡単な方法で番組を登録できる手段を導入することで受容

性が向上することが確認できた． 

6.3.3 放送と連携する機能の受容性 

カレンダーアプリに放送と連携する機能を導入すること

については，実際に使用することで全員から高い評価を得

られた（調査 3-2）．さらに放送の視聴機会の増加につなが

る機能として約 3 割が該当すると答えた（調査 2-3c）．以上

より，本機能について受容性があることが確認できた． 

6.3.4 放送とイベントとの連携の受容性と効果 

調査 3-3 より，カレンダーアプリにおける放送の番組情

報とイベント情報の連携や登録した情報の活用について一

定の受容性があり，サービスをまたいだデータ連携への期

待が高いことが確認できた．また，データ連携によって，

番組と関連するイベントに行くなどといった行動を促進す

る効果を生み出す可能性があることもわかった． 
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6.3.5 今後の課題 

放送の視聴減少層は一定数おり（調査 2-1a），視聴増加・

維持層と比較すると計画視聴が少ない実態が明らかとなっ

た（調査 2-1c）．番組を登録して視聴する行動は計画視聴で

あるが，そもそもカレンダーアプリに番組を登録している

人が少ない（調査 2-1b），今後のカレンダーアプリへの番組

の登録の意向も低い（調査 2-3b）という結果からも，番組

を見逃しても残念と感じる人が少なくなっている可能性が

あると考えられる．そのため単に従来のカレンダーアプリ

を利用するだけでは視聴体験の向上には結びつかず，視聴

減少層の視聴機会の向上を図ることは難しいことがわかっ

た．一方で視聴機会の増加につながる可能性がある機能と

して，番組表機能や他のサービスからの登録機能に肯定的

な意見を持つ人が一定数いることや（調査 2-3b），試作アプ

リに対する評価も高いことから（調査 3-2），視聴減少層の

視聴機会の向上には，ユーザーが番組を知るタッチポイン

トとして，カレンダーアプリ以外の多様なサービスにも番

組情報を提示すること，加えて単に提示するだけでなくカ

レンダーアプリへの登録および放送の視聴まで一連の行動

を簡単につなげることが必要であることが明らかになった． 

また，調査 3-3 より，カレンダーアプリに登録された情

報の中で番組とイベントの連携に関しては受容性があり実

際の行動を促す可能性があることがわかった．一方でレコ

メンドの精度やプライバシーへの懸念も明らかになったこ

とから，異なるサービスのデータの関連性を算出してデー

タを連携させる技術やプライバシーを担保しながらユーザ

ーの登録した情報を利活用する技術が求められている． 

7. おわりに 

本稿では，放送とネットおよび実社会のサービスの連携

をスムーズにする手段の一つとして，スマホのカレンダー

アプリと放送との連携のコンセプトを提案しその実現方法

を示した．ハイブリッドキャストの端末連携機能を活用し

た放送と連携可能なカレンダーアプリの試作と，Web アン

ケートとインタビューによるユーザー評価を実施し，相互

の連携がもたらす効果の検証を行った．その結果，番組を

スケジュール登録することによって放送の視聴機会が増加

する可能性があること，番組をスケジュール登録する機能

やスマホのアプリからテレビの放送を選局する機能に対す

る受容性が高いこと，放送の番組情報と生活行動の情報と

のデータ連携に対する期待が高いことなどが結論として得

られた． 

また，そもそも放送の視聴が減少している人にも放送の

接触機会を提供するためには，番組情報を多様なサービス

で提示することが必要であるという課題が明らかになった．

そこで，番組情報を汎用的に扱えるようにするためのデー

タの構造化技術と様々なサービスやデバイスをまたいで番

組情報をスケジュールとして登録できる技術について検討

を進める．また，番組情報とスケジュール登録した各種情

報との連携については，どのような内容に基づきデータを

連携させることが放送の視聴とネットや実社会の生活行動

を促進するために有効であるかを検証する． 

これからのスマート社会において放送と様々なサービス

が有機的に連携し私たちに新しい体験や価値を提供するた

めに必要な基盤技術の検討を引き続き進めていく． 
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